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北東アジア動向分析

1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 01年1-6月 02年1-3月 02年1-6月
鉱工業生産額（前年同期比：％） 4.4 3.2 1.3 2.4 11.8 5.3 10.6 12.1
消費者物価上昇率（対前年末比：%） 20.5 6.0 10.0 8.1 11.2 13.5 0.6 3.9
国内鉄道貨物輸送（百万トンキロ） 2,554.2 2,815.3 3,491.7 4,282.5 5,287.9 2,567.0 1,594.9 3,171.6
失業者（千人） 63.7 49.8 39.8 38.6 40.3 40.8 40.4 36.1
対ドル為替レート（トグリク、期末） 813.2 902.0 1,072.4 1,097.0 1,102.0 1,097.0 1,104.0 1,105.0
貿易収支（百万USドル） ▲ 16.8 ▲ 158.1 ▲ 154.5 ▲ 148.4 ▲ 169.6 ▲ 82.0 ▲ 44.3 ▲ 140.9
輸出（百万USドル） 451.5 345.2 358.3 466.1 385.2 197.0 70.6 161.2
輸入（百万USドル） 468.3 503.3 512.8 614.5 554.8 279.0 114.9 302.1
国家財政収支（十億トグリグ） ▲ 65.1 ▲ 102.1 ▲ 98.2 ▲ 69.7 ▲ 45.5 2.0 ▲ 13.2 ▲ 45.4
成畜死亡数（100万頭） 0.6 0.7 0.8 3.5 4.7 4.2 1.8 2.7

た対ロシアを筆頭に、他の各国に対しても赤字であった。

活発な生産活動

2002年上半期の総産業生産額は前年同期比12.1％増となっ

た。この間の製造業、鉱業生産の伸びは、それぞれ36.5％、

3.0％であった。製造業の生産増には、繊維･アパレル産業

の合弁企業設立が寄与している。モンゴルでは、2000年に

294社（資本金総額9,060万ドル）の合弁企業が登録された

が、2001年には353社（１億2,530万ドル）に増加した。な

お、1990-2000年の対モンゴル投資の総額は、4億8,000万ド

ルで、中国（全体の28％）、韓国（11％）、日本（10％）、

アメリカ（７％）及びロシア（６％）が主な投資国である。

しかし、中国のWTO加盟に関連し、米国等が設けていた

中国からの繊維製品に対する輸入クォータ制が廃止される

見込のため、「クォータ枠外」という比較優位を失うモン

ゴルでの今後の生産増はあまり期待できない。原油生産は

4.1倍となり、7万1,700バレルに達した。金採掘は前年同期

比13.3％増であった。同期間の発電電力量は12億3,720万

KWhで、前年同期比3.2％増であったが、電力輸入量も同

28.5％と大幅に増加し、1億550万KWhを記録した。

2002年７月１日時点の作付面積は26万３千haで、前年同

期比で32.4％増加した。しかし、異常猛暑と降水不足で目

標収穫量は達成できない見込である。さらに、小麦粉の輸

入が25.9％（重量ベース）増加し、小麦の輸入が減少した

ことから、製粉業は大きな打撃を受けている。

2002年上半期の鉄道輸送貨物量は570万トンで、前年同

期比16.3％増であった。このうち、国内貨物が56.8％、ト

ランジット27.3％、輸出6.7％、輸入9.1％であった。トラン

ジット貨物（48.2％）及び輸入貨物（38.2％）の増加は政

府のトランジット貨物誘致策の成果であるといえよう。

（ERINA調査研究部客員研究員　ダシュナム・ナチン）

モンゴル

安定するマクロ経済

2002年６月の消費者物価指数は対前年末で3.9％上昇、

対前月比0.3％下落した。前年同期と比べると、1.1％低い

水準である。外国為替市場は比較的安定しており、６月末

時点で１ドル1,105トグリクであった。６月末現在の登録

失業者数は３万６千人で、前年同時期に比べて11.5％、人

数で５千人弱減少した。

2002年の上半期の政府歳入総額は1,877億トグリク、歳

出総額は2,331億トグリクであった。財政赤字は454億トグ

リクに達したが、その2/3は政府対外借入の返済分、残り

1/3は財･サービス調達等の歳出額の対前年同期増加分に相

当する。歳入は前年同期比で1.3％増加した。内訳では、

所得税が17.0％、物品税が0.1％、関税が7.9％増加したのに

対し、付加価値税は22.6％減少した。

以上のように、インフレ率と失業者数は低下している。

また、為替変動も比較的落ち着いている。しかし、このマ

クロ安定を維持するためには、貿易赤字と財政赤字を縮小

させるための中長期的な特別プログラムが必要であろう。

赤字が続く貿易

鉱業や畜産業からの原料や半加工品がモンゴルの輸出の

太宗を占めているため、モンゴルの輸出動向は外的要因、

特にこれらの産品の国際市場価格の変動を大きく受ける。

2002年上半期の貿易赤字額は前年同期の1.7倍に膨れ上がっ

た。最大の要因は、国際市場における銅精鉱の価格低下

（前年同期の20.3％安）で、輸出額は1,640万ドル（輸出総

額の10％）減少した。繊維及び繊維製品の輸出は1,500万

ドル減少したが、一方で皮革・毛皮及びその加工品の輸出

は690万ドル、動物性製品の輸出は380万ドル増加した。

北東アジア諸国は、引き続きモンゴルの主要貿易相手国

であり、貿易総額の76.9％を占めた。しかし、2,540万ドル

の黒字となった対中国を除けば、8,930万ドルの赤字となっ

（注）失業者数は期末値。消費者物価上昇率は各年12月末、2002年は期末値。貨物輸送、財政収支は年初からの累積値。
（出所）モンゴル国家統計局「モンゴル統計年鑑2001」、「モンゴル統計月報」


